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 「 東京オリンピック 女子バスケットボールの奇跡 」 

                                        校長 堀越 敦 

 ７月２３日～８月８日までの１７日間、１年遅れの東京オリンピックが開催されました。日本は、史上最多

となる５８個のメダル（金２７，銀１４，銅１７）を獲得しました。特に、柔道、レスリング、体操では、金

メダルを量産し、野球、ソフトボール、卓球混合ダブルスなども念願の金メダル。スケートボードでは、中学

生も含めた十代の活躍も目立ちました。一方で惜しくも敗退してしまった競技もありました。男子サッカーは

惜しくも４位。久保選手の悔し涙は印象的でした。いずれにせよ、連日熱戦が繰り広げられ、テレビの前で手

に汗を握りながら応援した人も多かったと思います。 

 中でも、私は女子バスケットボールの銀メダル獲得が特に印象に残

っています。日本のバスケットボールは、これまで世界から遅れをと

っていました。オリンピックにも出場できないことも多くありまし

た。日本人は世界と比べると身長が低く、高さが武器となるバスケッ

トボールでは、どうしても不利になります。世界ランクは１０位。メ

ダルを取ることは夢のまた夢でした。 

 ２０１７年にホーバス監督が就任したときの会見では「東京五輪の決勝でアメリカに勝って優勝」と目標を

掲げました。周囲からは「そんなことできるはずがない」と笑われたそうです。でも監督はぶれませんでし

た。そして、「日本は世界一真面目に取り組んでいるから絶対に金メダルが取れる」と言い続けて選手たちに

自信を与え、世界一厳しい練習を選手たちに課しました。「信じる力」―これが今回の躍進の原動力になった

のだと思います。その上で日本の強みを生かした戦術、つまり高さで勝てなくても、スピードと運動量、３ポ

イントシュートを徹底的に磨き、走りまくる。さらに、２００通りものフォーメーションのパターンを頭にた

たきこんだそうです。（合宿中の部屋の壁にはたくさんのフォーメーションの図が貼られ、選手たちは休憩中

も覚えることで必死だったそうです。）技術、体力、頭脳を使った戦術、そして精神力と団結力……すべてが

一つの目標に向かってプラスに働いた結果が、今回の大躍進だったように思います。準々決勝ベルギー戦の残

り１５秒での逆転３ポイントシュートは鳥肌が立ちました。決してあきらめない心、強い心を学びました。惜

しくも決勝でアメリカに敗れましたが、自分たちの強みを生かした日本チームは「不可能を可能にする」には

こうればいいのだ！というお手本を示してくれたような気がします。最後にホーバス監督は「スーパースター

はいないが、スーパーチームだ。」と選手たちをたたえました。名言ですね。 

 このようにスポーツは私たちに感動や勇気の他、たくさんのことを教えてくれます。私たちはそれを学び取

り自分の人生に活かすことで、より豊かな人生にしていくことができます。本気で一生懸命な姿はかっこいい

ですね。２学期の体育祭等、様々な場面における行中生の本気で一生懸命な姿、団結の力に期待します。 

 

  

 

 

 

1 水 午前４時間(45分)・下校後オンライン１時間  給食開始 16 木  

2 木 午前４時間(45分)・下校後オンライン１時間 17 金 短縮授業 前日準備  

3 金 午前４時間(45分)・下校後オンライン１時間 18 土 体育祭 

4 土  19 日 体育祭予備日①  ※19日も延期の場合は火曜日授業（弁当持参） 

5 日  20 月 敬老の日 

6 月 午前４時間(45分)・下校後オンライン１時間 21 火 体育祭予備日② ※中止の場合は金曜日授業 

7 火 午前４時間(45分)・下校後オンライン１時間 22 水 部活休みの日 

8 水 午前４時間(45分)・下校後オンライン１時間 23 木 秋分の日 

9 木 午前４時間(45分)・下校後オンライン１時間 24 金 振替休業日（体育祭） 

10 金 午前４時間(45分)・下校後オンライン１時間 25 土  

11 土 ※PTA除草は中止 26 日  

12 日  27 月  

13 月 通常授業開始 28 火  

14 火 ３年生第２回実力テスト 29 水 部活休みの日 

15 水 部活休みの日 30 木 部活優先の日 
 

学校では、３密（密集・密閉・密接）を避ける等の対策をとり

ますが、各御家庭には、引き続き次のことをお願いいたします。 

１ 毎朝の検温と健康観察を行ってください。 

２ うがい、手洗い、手指消毒を行ってください。 

３ 本人並びに家族に発熱や体調不良が見られた場合は、登校を

自粛してください。（出席停止となります。） 

 
行 田 中 学 校 だ よ り 

学べ 鍛えろ 夢を持て 

第５号 令和３年９月１日発行 

《 学校教育目標 》 

よく考え自ら学ぶ生徒 

誠実で情操豊かな生徒 

心も体もたくましい生徒 

 

 現在、埼玉県には緊急事態宣言が発令されており、新型コロナウイルスの新規感染者数が急速に増加して
います。感染力の強い「デルタ株」への置き換わりが進む中、より一層の感染症対策が必要となっておりま
す。そこで、本校では埼玉県や行田市からの通知を踏まえ、主に次のように対応いたします。 

【特別日課】  ★緊急事態宣言中は、部活動を中止とします。 

 ８：００～ ８：２５ 登校 ※８：００前には登校しない。 

 ８：５０～１２：２０ １校時～４校時（４５分授業） 

１２：２５～１３：０５ 給食  
１３：１０～１３：２０ 帰りの会 ※日直清掃  ※完全下校１３：４０ 

１４：３０～１５：１５ 各家庭でオンライン授業 

【登校時の検温について】 
○ウイルスを校内に持ち込まないために、生徒は必ずピロティで検温してから校内に入るようにします。 

 ○職員６名が非接触型体温計を持って対応します。 
 ○体温が高い場合は別の場所で対応し、下校させるなどの判断をします。 
【給食について】 
 ○給食時の密を避けるため、普通教室以外の部屋も使用して生徒を分散させます。 
○教室移動の時間等も考慮し、通常より１０分延長します。 

 ○昼休みの時間は取りません。歯磨きは帰宅後に行ってください。 
【オンライン授業について】 
 ○タブレットを使用します。学校の授業で使用する際は、前日の教科連絡で伝達します。 
 ○接続がうまくいかないなどの不具合があったら、学校へ電話してください。（生徒本人で結構です。） 
 ○接続が確認できない場合は、授業後に担任から御家庭へ電話連絡します。 
 ○オンライン授業終了後は、不要不急の外出を控えてください。 
 
 
 
 
 
 

緊急事態宣言中（９/1～９/10）における本校の対応について 

９月の行事予定 

感染症対策に係る御家庭へのお願い 

  マスクは、鼻を出したり、顎だけで付けたり

せず、正しい方法で着用してください。 

  なお、一般的なマスクでは、不織布マスクが

最も高い効果をもち、次に布マスク、そ 

の次にウレタンマスクの順に効果がある 

とされています。（文部科学省通知より） 

マスクの着用について 

【行田地区硬筆展覧会】〈特選〉 

１年生 大澤 菜緒 須田 早織 伊藤 美桜 

２年生 長谷川 奈那 山本 朝美 川上 らん 

３年生 今泉 優香 山﨑 詩桜 金沢 彩音 

【埼玉県硬筆展覧会】優良賞 大澤 菜緒 

硬筆展覧会の結果 

陸上部         

テニス部 

（団体・個人） 

柔道（個人） 

体操（個人） 

県大会出場競技 〈よく頑張りました！〉 
【緊急事態宣言が延長された場合】 
○体育祭を１０月１日（金）の午前
中に変更します。 

○その場合、９月１８日（土）は休
業日となり、９月２４日（金）の
振替休業日を授業日（金曜授業・
弁当持参）に変更します。 

 ※今後、感染拡大防止のため、予定が変更されることがあります。 


